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要　旨
　本論では，長野県中部高地に位置する広原湿原（標高 1,400 m）で復元された過去 3 万年間の景観変遷史に対する後期
旧石器時代の人間活動の変化を反映する中部高地石器群の増減と中部・関東地方における黒曜石利用の変化の相関を検討
し，黒曜石原産地開発における人と環境の相互関係を考察した．約 30 ka cal BP 以前の中部高地原産地の古環境情報は得
られていないが，最終氷期極相期以前の比較的温暖な環境を背景として中部・関東地方の中部高地産黒曜石の利用比率は
高く，頻繁で多様な活動をともなう原産地開発が展開した．約 30 ka cal BP を前後する最終氷期極相期の初頭には，中部
高地の考古記録は極めて希薄であり，中部・関東地方の中部高地産黒曜石利用も大幅に減少する．森林限界の下降に伴っ
て中部高地には高山帯の景観が広がり，原産地での活動は単純な原石獲得活動に制限された．原産地の利用頻度も低下し，
中部高地開発への積極的な適応は低調である．約 25 〜 20 ka cal BP の中部高地原産地では，古環境データはさらに寒冷・
乾燥化が進行したことを示しているが，中部高地原産地開発は最終氷期極相期に最盛期を迎えた．中部高地原産地には大
規模で多様な遺跡が多数残され，過酷な景観に対して資源開発を目的とした能動的な文化的・社会的適応が発揮されている．
約 20 〜 19 ka cal BP の中部高地原産地では温暖化を反映する森林限界の上昇傾向が認められるが，原産地開発の痕跡は
再び希薄になる．細石刃技術の登場による簡便な原産地利用への変化に加え，遊動領域の再編成にともなう中部高地産と
神津島産黒曜石利用の二極化に代表される人間行動の変化が中部高地開発の低下をもたらしたと解釈した．

キーワード：気候変動，黒曜石利用，後期旧石器時代，中部高地，資源開発

1.　はじめに 

　長野県長和町に所在する広原（ひろっぱら）湿原の

湿地堆積物に対する古環境分析によって，中高地黒曜

石原産地における過去 3 万年に遡る景観変遷が復元さ

れた（公文，2016：工藤，2016；吉田ほか，2016，

佐瀬・細野，2016，吉田，2016a）．1950 年代以降，

中部高地では多数の遺跡発掘によって原産地と先史人

類活動との関係が議論されてきたが，最終氷期におけ

る原産地の景観や気候条件はこれまでほぼ不明であっ

たことから，その意義は大きい．

　約 30.0 ～ 17.0 ka cal BP には森林限界が標高約

1,000 〜 1,400 m に降下したことにより , 広原湿原の

周辺には，高山帯植生の景観が広がり，湿原には土砂

や岩石が継続的に流入する環境であった．約 17 ka cal 

BP までには，退氷期の温暖化にともなって森林限界が

上昇し，湿原周辺にはカバノキ属と亜寒帯性針葉樹の

混交林が発達した．その後，完新世に向かう温暖化と

中部高地の森林景観の発達により，11.0 ka cal BP 以

降には，有機堆積物が広原湿原内に堆積するようになっ

た（Yoshida, et al.， 2016a； 吉 田，2016b）． ま た，

広原湿原の古環境調査と並行して行われた広原遺跡群

の第 1 次〜第 3 次調査によって，中部高地原産地に

おける後期旧石器時代の前半期と後半期の人間活動に

ついて新たな知見を付け加えることができた（島田ほ

か，2016）．広原湿原の研究によって，先史原産地研究

は，気候変動にともなう景観変遷と先史黒曜石獲得活

動との関係を議論する段階に到達した（島田，2015；

Yoshida et al., 2016a）．

　中部高地原産地の多くは，標高 1,200 から 2,000 m
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に分布することから，黒曜石獲得に関わる最終氷期の

人間活動と現在とは大きく異なる中部高地の気候や景

観は，相互に作用していたと考えられる．したがって，

中部高地における先史土地利用と景観変遷の関係を理

解することは，最終氷期極相期（LGM）を含む古気候

の変動に対する人間の適応について有益な事例と情報

を提供するだろう．

　中部高地原産地開発に関する先行研究では，関東西

部地域の V 〜 IV 層下部段階で，中部高地産黒曜石の

利用が減少し，箱根・天城産黒曜石が増加することか

ら，酸素同位体ステージ（MIS）2 の気候寒冷化との

関係が議論されている（佐藤，1996；諏訪間，2002；

堤，2002）が，中部高地の古環境情報が欠落しており，

黒曜石利用についても定量的な変化は示されていない．

気候寒冷化が人間行動を制限する負の要因として理解

されているが，積極的な適応行動があったのかどうか

議論の余地を残している．一方中部高地での黒曜石獲

得活動の変化は，大竹（2002，2010，2013）によっ

て遺跡数の増減傾向として理解され，後期旧石器時代

前半期で遺跡数は少なく，後半期で増加し，終末期で

減少することが示されている．原石を獲得するだけの

単純な活動から石器ワークショップの形成をともなう

活発な原産地開発へと段階発展論的な変化で理解され

ている．後期旧石器時代終末期の中部高地原産地では

遺跡数が減少し，細石刃石器群（稜柱形細石刃石核）

が希薄であることも知られている（堤，2002）．細石刃

石核原料の小形原石を獲得する考古学的に不可視な獲

得活動に変化したと解釈されている．

　本論では，上記した先行研究に欠落している中部高

地原産地の古環境情報，中部高地における人間活動の

変化，中部・関東地方全域の黒曜石利用状況を年代的

な序列に沿って統合し，中部高地の景観変遷を軸に中

部高地原産地開発の歴史的変遷について考察する．

２．分析対象

 

　本研究の目的を達成するために，黒曜石産地分析，

考古編年そして古気候編年からなる３種類の時系列
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図 1　中部・関東地方における後期旧石器時代の地域区分と本論で言及する黒曜石産地分析データが得られた遺跡（N=517）
島田（2015）を改変した．

Fig. 1. Map showing Upper Palaeolithic settlement areas in the Chubu-Kanto region and sites from which obsidian provenance 
data used in this study were obtained (N = 517 lithic industries)

The map was modified from Shimada (2015).
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データセットを整備し相関を検討する．

　1）広原湿原で得られた最終氷期にさかのぼる花粉記

録（Yoshida et al., 2016a；吉田ほか，2016b）．考古

記録との対比には，年間花粉堆積量（PARt）の変化，

森林限界の推移，景観変遷史を重視する．

　2）黒曜石原産地の利用頻度の変化を表す中部・関東

地方の黒曜石製石器の産地分析データ（島田，2015）．

産地分析データは芹澤ほか（2011）と谷ほか（2013）

から選定した 86,523 点の黒曜石製石器の産地分析デー

タを図 1 に示した黒曜石の原産地区分と後期旧石器時

代遺跡の地域区分にそって集計した．

　3）石器群分布の変化を反映する中部高地の後期旧石

器時代編年．石器群の選定，編年区分と年代は，島田

（2015）による（本報告書：図 2.3 を参照）．上記した

産地分析データは，この時期区分に調整して集計した．

ここでは，島田（2015）で選定した 43 の石器群を 5,000

点以上の「大規模ワークショップ」，5,000 〜 1,000 点

の「中規模ワークショップ」そして 1,000 点以下の「キャ

ンプサイト」に分けた．面積の限られた試掘坑調査な

ど全体像が不明の石器群は「その他」とした．

3.　結　果

　図 2 に古環境，考古，産地分析のデータを年代序列

にそって統合した．図 3 には産地分析データを中部・

関東地方の遺跡分布地域ごとに時期別に集計し，判別

された原産地の比率を示した．

3-1　e-EUP（約 38 〜 32 ka cal BP）

　図 2-A が示すように３万年以前に相当する広原湿原

の花粉記録は得られていない．標高 800 〜 900m にあ

たる中部高地の周辺山間部では，MIS3 の古環境が復

元されている（公文ほか，2013）．MIS3 は MIS2 より

温暖傾向にあり，亜間氷期・亜氷期のサイクルに連動

して亜寒帯針葉樹林と冷温帯落葉広葉樹林が交代する

様子が復元されている．MIS3 は，e-EUP と次の l-EUP

にあたる．

　図 2-C は，中部・関東地方の中部高地産黒曜石利用が，

後期旧石器時代で最大の比率（81.2%）であることを

示している．図 3-A によると，愛鷹・箱根地域で中部

高地産黒曜石の利用は，他の地域と比較して低調であ

る．また，全体の 3.7% と低い比率ではあるが，太平洋

に面した地域に神津島産黒曜石の分布が明瞭に見られ

ることも e-EUP の黒曜石利用の特徴である．しかしこ

れ以降，図 2-C に示されているように，神津島産黒曜

石の利用比率は，f-LUP まで極めて低いまま推移する

ことになる．いずれにせよ，日本列島における人間の

居住のはじまりと併行して , 全ての原産地は e-EUP に

発見され，原産地開発がはじまる．

　中部高地原産地の遺跡の発見例は，図 2-B に示され

るように少数であるが，中部高地石器群は中規模ワー

クショップやキャンプサイトから構成され，遺跡機能

の多様化がうかがえる．中規模ワークショップである

広原 II 遺跡 EA-2 の 4 層石器群（標高約 1,410 m：島

田ほか，2016）は，e-EUP に位置付けられる．キャン

プサイトでは，追分第 5 文化層（標高約 1,220 m：大

竹ほか，2001）が原産地に近接しているほか，ジャコッ

パラ 12（標高約 1,560 m：高見，1995），弓振日向（標

高約 1,060 m：平出ほか，1989）が原産地から離れた

周辺地に立地している．

　

3-2　l-EUP 後半（約 32 〜 29 ka cal BP）

　図 2-C が示すように，中部・関東地方の中部高地産

黒曜石利用は漸減している（63.5%）が，依然として

他の原産地の黒曜石と比較して利用比率は高い．図 3-B

を見ても，黒曜石の原産地別の分布パターンには，関

東西部地域で箱根産が増加することを除くと，全体的

に大きな変化はない．

　e-EUP に引き続き，l-EUP でも中部高地石器群の発

見は依然少ないままである（図 2-B）．しかし，中部高

地では，鷹山 I 遺跡 M 地点（標高約 1,380 m：戸沢ほ

か，1989）で石刃製作に特化した大規模ワークショッ

プが発見され，近接する追分第 4 文化層（大竹ほか，

2001）でもキャンプサイトが発見されるなど，原産地

と密接した活動が認められる．

3-3　e-LUP（2.9-2.5 ka cal BP）

　図 2-A が示すように，e-LUP にほぼ相当する約 30

〜 25 ka cal BP にかけて，広原湿原の PARt 値は森林

／非森林の閾値より一貫して低く，25  ka cal BP 以

降に比較して変動が激しい．e-LUP の後期旧石器集団

が目にした広原湿原周辺を含む中部高地原産地一帯の
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景観は，LGM に向かう気候寒冷化により，現在では

標高 2,000 〜 2,500m 以上に見られる高山帯であった

（Hiroppara phase 1）．

　図 2-C に示されるように，中部・関東地方にお

ける中部高地産の黒曜石利用は大幅に減少している

（29.1%）．この状況は，図 3-C を見ると，野尻湖，関

東北部地域を除く各地域では，最も近傍にある原産地

の黒曜石を多用しているためであることが分かる．

　図 2-B によると，中部高地原産地での e-LUP 石器群

は極めて少なく，原産地各地の広域試掘調査や表面採

集でも当該期の標式石器が発見される例は，ほとんど

ない．標高 1,000 m 以下の周辺地でも同様である．原

産地付近では男女倉 J 地点（標高約 1,210 m：森嶋編，

1975）が e-LUP 石器群に相当するが，ナイフ形石器の

技術形態からは e-LUP の終末に位置付けられる．EUP

の状況とも異なり，e-LUP の中部高地原産地での人間

活動については，わずかな痕跡すら見つけにくい．

3-4　l-LUP（約 25 〜 20 ka cal BP）

　先行する e-LUP と同じく，図 2-A は広原湿原周辺の

森林限界が標高 1,400 〜 1,000 m に低下したままであ

り，周辺の景観も視界が開けた高山帯であったことを

示している．標高 2,000 〜 1,200m に分布する原産地

一帯も同様の景観であったと考えられる．特に，PARt

の値は，l-LUP に相当する約 25 ka cal BP から 20 ka 

cal BP にかけて連続的に減少する傾向を示し，気候寒

冷化が一段と進行したと解釈できる．中部高地原産地

付近では，周氷河環境による岩石生産と崩落が頻繁に

発生したと考えられ，最終氷期極相期（約 23 〜 19 ka 

cal BP：Clark and Mix, 2002）とほぼ一致する時期で
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図 2　中部高地の景観変遷と後期旧石器時代における黒曜石獲得活動
Fig. 2.  Landscape changes in the Central Highlands and human activities for obsidian exploitation during the Upper Palaeolithic
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図 3　後期旧石器時代の地域別にみた黒曜石利用比率の変化
N：黒曜石産地分析データ数（100%）．△：黒曜石原産地，CH：中部高地，KZ：神津島（恩馳島），AG：天城，HK：箱根，TH：
高原山．島田（2015）を改変した．

Fig. 3.  Changes in obsidian use frequency in the Upper Palaeolithic settlement areas
N: the number of obsidian artifacts for which the sources were identified (100%). △ : Obsidian source areas; CH: Central 
Highlands; KZ: Kozu-Onbase Island; AG: Akagi; HK: Hakone; TH: Takahara. The figure was modified from Shimada (2015).
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ある．

　一方，図 2-C に示されるように，中部高地産黒曜石

の中部・関東地方における利用比率は 63.7% まで回復

している．図 3-D も明らかに示しているように，中部・

関東地方各地の黒曜石利用は，中部高地産に収斂し，

l-LUP は中部高地産が最も多用された時期であると評価

できる．

　図 2-B に示されるように，中部高地原産地の遺跡数

は大きく増加し，大規模ワークショプが原産地近くに

多数残された．鷹山遺跡群（標高約 1,400 m：戸沢ほ

か，1989；安蒜ほか，1991 ほか），男女倉遺跡群（標

高約 1,240 m 付近：信州ローム研究会編，1972；森嶋編，

1975；男女倉遺跡群分布調査団編，1993），和田峠遺

跡群（標高約 1,500 m 付近：男女倉遺跡群分布調査団編，

1993 ほか），八島ヶ原湿原周辺の八島遺跡群（標高約

1,630 付近：戸沢，1958；藤森・中村，1964 ほか）な

ど原産地に近接する大規模遺跡群では，l-LUP 石器群が

顕著に発見されている．広原 I 遺跡 EA-1 の尖頭器石器

群（標高約 1,410 m：島田ほか，2016）もそれらの中

部高地遺跡群の形成に関連して残された可能性が高い．

また，遺跡数が増えるだけでなく，標高 1,000 m 前後

の原産地の周辺地でも夕立遺跡（標高約 1,130m：功刀，

1993）で大規模ワークショップが，馬捨場遺跡（標高

約 1,100 m：河西・川崎，2002）でも広範囲に展開す

るキャンプサイトが発見されており，黒曜石獲得に関

連する原産地活動域も明らかに拡大している．

3-5　f-LUP（稜柱形細石刃核石器群）（約 20 〜 19 ka 

　cal BP）

　図 2-A が示すように，約 20 ka cal BP 以降，広原湿

原周辺の PARt の値は急上昇し，f-LUP の半ばにあたる

約 17 ka cal BP までには，森林／非森林の閾値を超え

る（Hiroppara phase 2）．この変化は，退氷期の温暖

化を反映し , 中部高地の森林限界も 1,400 m 以上に上

昇したことを示している（Yoshida et al. 2016a）．稜

柱形細石刃核石器群の時期には，原産地一帯は高山帯

から，次第に亜寒帯針葉樹林へ変化していったと考え

られる．

　図 2-C が示すように，中部・関東地方における中部

高地産黒曜石の利用は再び減少し（30.9%），その代わ

りに神津島産黒曜石の利用が後期旧石器時代ではじめ

て急増する（44.1%）という，これまでにない特異な

変化を示している．中部高地産黒曜石利用と神津島産

黒曜石利用の二極化と呼ぶことができる．図 3-E が明

らかに示すように，中部高地産黒曜石は中部・関東地

方の北半部にあたる野尻湖，関東北部，関東東部に分

布し，神津島産黒曜石の分布は，中部地方の南半部に

あたる愛鷹・箱根と関東西部地域に集中している．し

かし，それぞれの黒曜石が，北半部地域と南半部地域

に客体的に持ち込まれている状況もあり，遺跡単位で

両者が共伴する事例も含まれる．

　図 2-B が示すように，中部高地原産地の稜柱形細石

刃核石器群の発見は極めて稀で，l-LUP とは極めて対照

的に遺跡数が減少している．このことは，原産地近辺

だけではなく，標高 1,000 m 前後からそれ以下の周辺

地においても同様である．

4.　考　察

4-1　30 ca kal BP 以前

　MIS3 は MIS2 に比較して温暖で中部高地原産地一帯

にも亜寒帯針葉樹林が到達していた可能性がある．中

部高地産黒曜石の利用も高率である．原産地に残され

た遺跡の性格も多様で，活発な原産地開発が展開した

ことがうかがえる．広原 II 遺跡の 4 層石器群では，最

大で 2,000 g 前後の原石類の搬入と石核素材の搬出，

消費途次の石刃石核の持ち込みに基づく石刃生産と搬

出など，黒曜石加工に関わる行為が重層している状況

が復元された（島田ほか，2016）．同じ場所を原料確保，

キャンプサイトなど異なる目的の行為のために繰り返

し利用していたと考えられ，EUP 集団が頻繁に中部高

地原産地の各地を巡回していたことを示唆する．MIS3

の相対的に活動しやすい環境が，中部・関東地方の高

い中部高地産黒曜石利用率の背景にあると評価できる．

こうしたことからは，多数の遺跡が中部高地原産地に

残されたと予測されるが，発見されている遺跡は実際

は少ない．

　この現状を説明する一つの要因は，MIS2 以降の高山

帯の寒冷で乾燥な気候により促進された岩石の生産と

崩落により EUP 石器群が覆われ，発掘が阻害されてい

ることにあると考えられる．中部高地では，実例が幾

つか確認されている．鷹山遺跡群の追分遺跡や XII 遺
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跡黒耀石研究センター地点では，崖錐堆積などによる

礫混じりのロームが繰り返し二次堆積している状況が

認められる．後期旧石器石器群はそれらの間に安定的

に堆積したローム層中から発見されている．これらの

遺跡では，姶良 -Tn 火山灰の降下層準も確認されてい

る（大竹ほか，2001；島田ほか，2016）．広範囲に及

ぶ発掘調査では，崩落礫堆積層を除去しながら遺物包

含層まで到達することは可能であるが，中部高地で一

般的に採用される狭い範囲の試掘坑調査では，EUP 石

器群への到達は困難な場合が多い．ただし，中部高地

には，鷹山 I 遺跡 M 地点（戸沢ほか，1989）や広原 I

遺跡（島田ほか，2016）のように，EUP 石器群の埋没

以降，ロームの安定した堆積環境が継続している地点

もあり，今後も EUP 石器群の発見を期待することがで

きる．

4-2　最終氷期極相期初頭

　約 30 ka cal BP 以降は，広原湿原周辺だけでなく，

多くの中部高地の原産地が高山帯に位置していた可能

性が高い．黒曜石の探索と獲得にとっては視界が開け

た好適な景観である．ところが，中部・関東地方にお

ける中部高地黒曜石の利用は大幅に減少する．そして

e-LUP の石器群は中部高地ではほとんど発見されてい

ない．中部高地における現在の遺跡調査の密度で判断

する限り，e-LUP の中部高地開発の痕跡は希薄である

と評価できる．

　しかしながら，利用率が著しく減少している関東東

部・西部地域，愛鷹箱根地域でも中部高地産黒曜石の

利用が断絶する事実はない．一方で，野尻湖遺跡群や

関東北部地域では，中部高地産黒曜石の利用率は l-EUP

と同程度に継続している．こうした状況は，最終氷期

極相期の初頭にあたる気候の寒冷化は，e-LUP 集団が

中部高地原産地へ接近し到達すること自体は妨げてい

なかったことを示唆している．むしろ制限されていた

のは，原産地における黒曜石獲得に関わる活動だった

と考えられる．つまり，中部高地では，黒曜石原石を

獲得することに特化した，黒曜石加工のワークショッ

プの形成をともなわなず，短時日に限られた考古学的

には不可視な活動が行われた可能性が高く，中部高地

への訪問頻度も低下したと解釈できる．したがって，

約 30 ka cal BP 以降の高山帯に位置する中部高地原産

地を積極的・能動的に開発する適応行動は，e-LUP で

は低調であったと評価できる．

4-3　最終氷期極相期

　約 25 ka cal BP 以降の広原湿原周辺では，継続的な

気候の寒冷化が 20 ka cal BP にかけて進行しており，

e-LUP の低調な中部高地開発を考慮する限り，l-LUP

の中部高地原産地における人間活動もさらに低下した

と類推することはできる．しかし，事実は逆で，l-LUP

の黒曜石獲得活動は , 中部高地原産地で最盛期を迎え

る．

　この事実は，最終氷期極相期の中部高地の高山帯を

最大限に利用するために発揮された，能動的な文化的・

社会的適応の現れであると解釈できる．中部高地の遺

跡では鷹山 I 遺跡 S 地点（安蒜ほか，1991）で炉跡（礫

群）が発見されており，非森林域での火の制御技術の

向上を示唆している．また，中部高地の尖頭器石器群

には，中部・関東地方のローカルな特徴を持った石器

ワークショップが残され，各地から黒曜石獲得と石器

製作のタスクフォースが派遣された可能性が高い（島

田，2008，2015）．原産地付近には悪天候時のシェルター

あるいは長期滞在を見越した恒常的な上屋を持った構

築物が存在したと指摘されてもいる（安蒜，2000）．また，

広原 I 遺跡の 2b・3 層出土の尖頭器石器群は，原石の

獲得に基づく石器ワークショップの形成以外にも，多

彩な土地利用があったことを示唆している（島田ほか，

2016）．

　おそらく，l-LUP の中部高地原産地の土地利用には，

まだ解明されていないより複雑な活動が関与していた

可能性が残されている．いずれにしても，l-LUP の中部

高地開発は，中部・関東地方における後期旧石器時代

集団の活動領域のうち，最終氷期極相期において最も

過酷な景観に点在する資源に対する能動的な開発行為

であったと評価できる．

4-4　 最終氷期極相期終末

　最終氷期極相期の終末に当たる約 20 ka cal BP から

19 ka cal BP には，広原湿原周辺の花粉堆積量の増加

傾向から推定すると，中部高地原産地の気候は温暖化

傾向にあり，亜寒帯針葉樹とカバノキ属の混交林の回

復にともなって森林限界も上昇した．l-LUP から類推す
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る限り，寒冷気候の緩和にともなって黒曜石獲得活動

の拡大を見込むこともできるが，この年代にあたる稜

柱形細石刃核石器群は中部高地原産地ではほとんど発

見されず，f-LUP には中部高地の遺跡数は再び減少した．

f-LUP 石器群の多くは地表面近くに埋没しているので，

EUP 石器群に想定されたような遺跡発見のバイアスは

考えにくい．したがってこの状況は，人間行動の変化

に起因する可能性が高く，ここでは，新たな石器技術

の登場と，集団の移動領域の再編成の観点から解釈を

試みる．

　稜柱形細石刃核による細石刃の生産には大形原石は

必要なく，加工も簡便である（安蒜，1979）．原産地で

は数センチ程度の小形原石の獲得だけ行われ，石器ワー

クショップが残されない考古学的に不可視な獲得活動

が行われていたと考えられる（堤，2002）．また，森林

環境の回復によって大形原石を探索しにくい状況が生

じたかもしれない．中部高地と神津島の黒曜石利用の

二極化には，地域的な分布の偏りが著しく現れていた．

稜柱形細石刃核石器群における中部高地産と神津島産

黒曜石利用の関係を両原産地の相互を夏季・冬季で季

節的に巡回する遊動戦略の採用で解釈する立場がある

（堤，1987，2011）．また本論でも指摘したように，中部・

関東地方のマクロな視野で確認できる両者の分布の地

域的偏りについては，稜柱形細石刃核石器群の時間差

を反映しているという見解もある（須藤，2012）．これ

らを踏まえ，本論では以下の視点を提示したい．中部

高地産黒曜石の利用は，マクロな視点からは主に野尻

湖，関東北部，関東東部地域で展開し，神津島産黒曜

石は，愛鷹箱根，関東西部地域で利用されていたと理

解できる．このことは，中部高地を周回し黒曜石を獲

得する集団と神津島を周回する集団の並存，並びに移

動領域の再編成があった可能性を示唆する．このこと

が，中部高地産黒曜石の利用が相対的に低減し，中部・

関東地方における利用率の低下に反映していると考え

られる．

5.　まとめ

　後期旧石器時代における最終氷期の気候変動にとも

なう景観変化と人間の活動の相互関係は，e-LUP と

l-LUP の中部高地開発の変化に示されるように，寒冷化

＝人間活動への負の制限という単純な図式では議論す

ることができない．気候寒冷化は，生存に厳しい環境

へ果敢に進出する能動的な人間の文化的・社会的適応

を引き出すこともある．また，f-LUP に見られたように，

社会的な変化が資源開発に影響を及ぼす可能性がある

ことも指摘することができた．中部高地原産地の土地

利用の歴史的変化は，先史狩猟採集民社会における資

源開発が，環境と社会とテクノロジーの相互作用によ

り変化する構造体であったことを明確に示している．
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Landscape changes in the Central Highlands and
human activities for obsidian procurement in the Upper Palaeolithic
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    Upper Paleolithic hunter-gatherers intensively exploited obsidian sources 1400–2000 m a.s.l. in the Central 
Highlands, central Japan. Previous studies have suggested that the last glacial maximum (LGM) decreased human 
obsidian procurement in the source area because of its high altitude. However, the relationship between the impacts 
of the LGM and human responses in the source area based on convincing evidence from the paleoclimate, obsidian 
provenance data, and archaeology remains poorly understood. This study examines the correlations among pollen record 
datasets for the past 30,000 years from Central Highlands 1400 m a.s.l.; more than 85,000 pieces of obsidian provenance 
data for the Chubu-Kanto region; and chronological sequences of Upper Paleolithic industries in the Central Highlands. 
The synthetic analysis can reconstruct historical changes in the human-environment interaction in the Central Highlands 
during the Upper Paleolithic. The combined data shows the early LGM constraining the procurement activity at the 
sources; an increase in active human responses to the LGM cold phase; changes in the land use of the source area in 
the terminal LGM triggered by the appearance of new lithic technology and the reorganization of mobility ranges. The 
human adaptations to the LGM conditions around a latitude of 36°N were complex.

Key words: climate change; obsidian exploitation; Upper Palaeolithic; the Central Highlands; resource environment.




